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◆
春
彼
岸
法
話
の
会

三
月
二
十
一
日
（
（
水
・
祭
）

午
後
七
時

秘
在
寺
本
堂

講
師
は

埼
玉
県
比
企
郡
小
川
町

圓
光
寺
住
職

小
林
秀
嶽
師

テ
ー
マ

お
か
げ
さ
ま
の
心

『
い
つ
で
も
ど
こ
で
も
仏
様
』

※
秘
在
寺
と
合
同
開
催

で
す
。

シ
フ
ク
ノ
ト
キ
コ
ン
サ
ー
ト
に

寄
せ
て

百
七
～
八
十
人
の
聴
衆
、
十

数
軒
の
出
店
、
二
十
数
名
の

ス
タ
ッ
フ
が
集
う
第
六
回

シ
フ
ク
ノ
ト
キ
。

ギ
タ
ー
と
ス
チ
ー
ル
ギ
タ
ー

に
よ
る
リ
ズ
ム
に
乗
っ
て

秘
在
寺
に
集
う
全
て
の
人
が

心
躍
ら
せ,

目
を
輝
か
せ
、

生
き
生
き
と
し
、
こ
の
コ
ン
サ
ー
ト
会
場
が

一
つ
に
な
っ
て
光
り
輝
い
て
い
る
。

お
彼
岸
の
「
彼
の
岸
」
と
は
ま
さ
に
こ
の
岸
、

こ
の
場
な
の
だ
。
「
般
若
」
を
「
智
恵
」
と
訳

し
、
「
智
恵
」
と
は
「
光
に
向
か
っ
て
生
き
る

こ
と
」
だ
と
学
ん
だ
。
光
に
向
か
っ
て
生
き
る

と
は
、
今
の
こ
の
一
瞬
を
自
ら
が
自
ら
を
燃
や

す
こ
と
だ
。
そ
れ
が
シ
フ
ク
ノ
ト
キ
（
至
福
の

時
）
、
私
た
ち
が

求
め
て
い
る
、
波
羅
蜜
多
（
は

ら
み
た
）
の
世
界
な
の
だ
と
思
う
。（

住
職
）

◆
静
岡
市
仏
教
会
花
ま
つ
り

四
月
四
日
（
水
）

午
前
十
二
時
開
場

午
後
一
時
開
演

静
岡
市
民
文
化
会
館

入
場
無
料
。
裏
面
に
案
内
を
載
せ
て
あ
り
ま
す
。

法
要
・
法
話
の
あ
と
は
朝
倉
さ
や
さ
ん
の
歌
と
お
話
で
す
。

テ
レ
ビ
で
お
な
じ
み
の
朝
倉
さ
や
さ
ん
は
、
山
形
県
出
身
、
小
学
生
の
時

か
ら
民
謡
と
三
味
線
を
習
い
、
民
謡
民
舞
少
年
少
女
全
国
大
会
で
二
度
優

勝
、
デ
ビ
ュ
ー
前
か
ら
著
名
な
楽
曲
を
山
形
弁
で
カ
バ
ー
し
、
三
味
線
民

謡
調
の
ア
レ
ン
ジ
を
施
し
て
歌
い
、
話
題
を
集
め
た
歌
手
・
シ
ン
ガ
ー
ソ

ン
グ
ラ
イ
タ
ー
で
す
。

チ
ラ
シ
は
秘
在
寺
に
あ
り
ま
す
の
で
ど
う
ぞ
。

さ
と

◆
第
十
三
回
し
ず
お
か
句
碑
の
郷
ま
つ
り
句
会

四
月
八
日
（
日
）

午
前
十
時
～
午
後
三
時

秘
在
寺
本
堂
に
て

◆
花
御
堂
へ
お
参
り
下
さ
い

四
月
六
～
八
日

秘
在
寺
本
堂
に
花
御
堂
を
飾

り
ま
す
。

六
日
午
前
に
は
賎
機
子
ど
も
園
の
園
児
が
き
て

花
ま
つ
り
法
要
を
行
い
ま
す
。

◆
安
倍
花
園
協
議
会

三
月
十
日

於

宝
津
院

津
渡
野
か
ら
渡
村
ま
で
、
臨
済
宗
七
ケ
寺
の

役
員
さ
ん
の
総
会
で
す
。

◆
梅
・
筍

菜
流
寺
地
内
に
あ
る
梅
と
筍
で
す
が
、
筍
が
出

た
り
、
梅
の
実
が
な
っ
た
ら
、
ど
う
ぞ
ご
自
由

に
お
採
り
下
さ
い
。

彼岸だより
菜流寺 東澤山 菜流寺

住職 武山清堂
〒 421-2102 静岡市葵区油島 122

電話 054-294-0542（秘在寺）
Fax 054-294-0709
info@hizaiji.net

http://hizaiji.net/ (秘在寺）
http://ashita-an.hizaiji.net/（あした庵）
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●
新
年
会

一
月
十
四
日

恒
例
の
新
年
会
、
最
後
は
さ
さ
や
か
な
景
品
を

前
に
じ
ゃ
ん
け
ん
ゲ
ー
ム
を
し
ま
し
た
。

●
奉
仕
作
業
お
礼

三
月
三
日

六
地
蔵
横
か
ら
墓
地
に
向
か
う
参
道
に
コ
ン

ク
リ
ー
ト
を
打
ち
ま
す
が
、
そ
の
前
作
業
と
し

て
土
を
掘
り
、
な
ら
し
て
メ
ッ
シ
ュ
を
敷
く
作

業
を
し
ま
し
た
。
評
議
委
員
・
組
長
さ
ん
四
名

に
出
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
引
き
続
き
十

七
日
に
コ
ン
ク
リ

ー
ト
を
流
す
作
業

を
し
ま
す
。

★
白
隠
展

三
月
二
十
五
日
ま
で

駅
前
の
静
岡
市
美
術
館
で
「
駿
河
の
白
隠
さ

ん
」
と
題
し
た
白
隠
禅
師
の
墨
跡
展
が
開
か
れ

て
い
ま
す
。

「
駿
河
に
は
過
ぎ
た
る
も
の
が
二
つ
あ
り
、

富
士
の
お
山
に
原
の
白
隠
」
と
う
た
わ
れ
た
白

隠
慧
鶴
（
え
か
く
）
禅
師
は
、
沼
津
市
原
の
生

ま
れ
で
、
臨
済
宗
中
興
の
祖
と
さ
れ
、
禅
の
民

衆
化
に
努
め
た
こ
と
で
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
八

十
三
年
の
生
涯
の
う
ち
に
膨
大
な
墨
跡
・
禅
画

を
残
し
ま
し
た
。
秘
在
寺
に
も
二
点
が
伝
わ
っ

て
お
り
出
展
し
て
い
ま
す
。

右
は
「
出
山
釈
迦
図
」

お
釈
迦
様
は
山
に
籠
も
っ
て
苦
行
を
し
ま
す

が
、
肉
体
を
痛
め
つ
け
る
だ
け
の
苦
行
で
は
悟

り
は
開
け
な
い
こ
と
に
気
づ
き
山
を
下
り
ま
す
。

そ
し
て
菩
提
樹
の
下
で
坐
禅
を
し
、
十
二
月
八

日
早
朝
、
明
け
の
明
星
を
見
て
お
悟
り
を
開
か

れ
ま
し
た
。
十
二
月
八
日
は
そ
れ
を
記
念
し
て

「
成
道
会
（
じ
ょ
う
ど
う
え
）
法
要
」
が
行
わ

れ
ま
す
。

そ
の
山
を
下
り
る
姿
を
描
い
た
の
が
「
出
山

釈
迦
図
」
で
、
十
二
月
に
な
る
と
こ
の
軸
が
掛

け
ら
れ
ま
す
。

い
か
り
の
め
い

墨
跡

「

瞋
銘

」

瞋
り
（
い
か
り
）
と
は

怒
っ
て
他
人
を
恨
む
こ

と
で
過
ち
や
行
き
違
い

を
生
じ
ま
す
。
そ
れ
は

自
分
の
不
徳
に
原
因
が

あ
る
か
ら
で
す
。

★
ヨ
ガ
教
室

少
し
空
き
が
で
き
た
の
で

新
規
会
員
を
募
集
し
て
い
ま

す
。
秘
在
寺
で
月
三
回
水
曜

日
、
夜
七
時
半
か
ら
で
す
。
会
費
は
二
千
円
で

す
が
、
お
試
し
は
無
料
で
す
の
で
、
ど
う
ぞ
い

ら
し
て
み
て
下
さ
い
。

★
つ
ら
ら

一
月
下
旬
の
撮
影
で

す
。
も
っ
と
長
い
状
態

の
日
も
あ
り
ま
し
た
。

★

雪

こ
の
冬
は
寒
か
っ
た
で
す
ね
。
二
月
二
日
、
朝

起
き
る
と
一
面
の
銀
世
界
で
し
た
。
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HARVEST 10th Anniversary
Caravan "The Harvest Time" TOUR
2018 Cooperation by シフクノトキCaravan

1974 年生まれ。独自の目線で日常を描くリアル

な言葉。聞く者を旅へと誘う、美しく切ないメ

ロディ。さまざまなボーダーを越え、一体感あ

ふれるピースフルなライブ。世代や性別、ジャ

ンルを超えて幅広い層からの支持を集めている。

第6回シフクノトキ 2月25日

トランスジャパンアルプス

レース 4 連覇

望月将悟さんの
トークショー

ブルーのＴシャツ姿はス

タッフの子どもたちです。

親子で楽しんでいました。

このイベントは副住職の賤機中学校時代の同級生と

その友人達が「この賤機地区を盛り上げたい」、そし

て「来てくれる人達に喜んでもらいたい」そんな気

持ちで主催・運営をしてくれました。臨時駐車場と

して郷島グラウンドを使用させていただき、また当

日は騒音や車の往来等ご迷惑をおかけしたかと思い

ますが、今後もよろしくお願い致します
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旧墓地（山の墓地）

墓地数 ７０
回答数 ５８

移転しない ２３
移転する １８
わからない ６
永代供養 １１

★
御
詠
歌

少
し
前
に
な
り
ま
す
が
昨
年
九
月
の
朝
日
新

聞
に
上
の
写
真
の
よ
う
な
記
事
が
載
り
ま
し
た
。

御
嶽
山
噴
火
か
ら
三
年
目
の
九
月
二
十
七
日

を
前
に
、
被
災
者
家
族
会
「
山
び
こ
の
会
」
は

二
十
六
日
に
、
長
野
県
王
滝
村
で
慰
霊
祭
を
開

い
た
。
参
加
者
は
山
頂
に
向
か
っ
て
犠
牲
者
ら

の
名
前
を
呼
び
掛
け
、
帰
ら
ぬ
人
に
思
い
を
伝

え
た
。

慰
霊
祭
は
七
合
目
付
近
の
遥
拝
所
で
行
わ
れ
、

遺
族
や
不
明
者
家
族
の
ほ
か
、
村
の
有
志
ら
計

約
三
十
人
が
参
加
。
黙
と
う
の
後
、
追
悼
の
「
御

詠
歌
」
を
合
唱
し
た
。

こ
の
記
事
の
中
の
御
詠
歌
は
「
無
常
御
和
讃
」

で
、
秘
在
寺
で
お
葬
儀
を
な
さ
る
時
に
は
、
お

通
夜
の
席
で
寺
庭
が
こ
の
御
詠
歌
を
お
唱
え
し

て
い
ま
す
。静岡市仏教会花まつり


